
令和２年度予算要望部全体反省 

○ 次年度の予算要望については以下の方向で行っていきたいと考えます。 

１ 予算要望書の事務職員担当の部分について、今年度の反省や次年度に向けてについて 

（１）印刷関連消耗品費の増額→継続 

▲の部分を検討して、改善した方がいいものは取り入れていく。 

▲定額制プリンターが令和４年度に入れ替わるため月額料金も増額になります。働き方改革のためにも

何とか 5 台体制を維持したい。 

▲自校の事になりますが、旧石狩小 56 名、旧八幡小、旧聚富小が統合し、児童数 95 名の石狩八幡小学

校ですが、学校予算が統合加算の 100,000 円しか増になっていないため、倍近く増えた児童数の印刷用

紙等の支出に大変苦慮しました。逆に言えば 56 名での予算はとても恵まれていたのだなと感じました。 

▲輪転機の稼働が少なくなってきている状況下、コピー機・印刷機のレンタルを含めた印刷環境の改善

（オルフィスの導入）をあらためて提案できないですかね… 

（２）学校教育活動に係る保護者負担軽減のための予算措置 

ギカスクール導入状況を見て調査項目の見直しも 

（３）スキー学習バス代保護者負担軽減のための予算措置・増額 

継続していく 

（４）吹奏楽等楽器に係る予算措置（中学校） 

継続していく 

（５）学校図書館整備に係る予算措置・増額 

継続しないという意見も 25％ありました。最終的には全校での司書常駐が望ましいと思いますので、例



 指導書については各校の状況を調査した上で検討する。 

 4 石狩市予算要望書（または予算要望委員会改善すべき点について 

配分基準については引き続き市教委に要望していきたい。 


